
「夏休みを終えて」

校長 船橋 武夫

今年の夏は北海道でも連日３０度を超す暑さが続き、熱中症にも注意しなければならない状況が続き

ました。こんな中、本校の生徒は様々な場所で活躍してくれました。陸上部３年生の吉川さん、工藤さ

ん、森さん、升田さん、２年生の小松平さんは北海道中学校陸上競技大会に出場しました。３年生は決

勝に進出することができました。特に、升田さんは走高跳で「６位入賞」を勝ち取ることができました。

７月上旬の「少年の主張後志大会」では、２年 土屋 結愛さんが「最優秀賞」、３年 赤松 紗々さ

んが「優秀賞」となり、土屋さんは全道大会に進出しました。７月下旬には、本校を代表して３年の

冨樫はん杏さんが奥尻で行われた北海道青少年フロンティアリーダー養成事業に参加してくれました。

中体連の全道大会とフロンティアリーダーについては、普段では味わえない体験をしてきたことと思い

ます。そこで感じたことや体験したことを部員やクラスメイトに話してくれたらと思います。

８月２０日の二学期始業式では東京オリンピックで気になったことについて話しました。今回のオリ

ンピックは史上最多のメダル獲得になり、どの競技も選手の頑張りが実を結んだことはうれしいことで

した。しかし、メダルを逃した選手も今回については万全のコロナ対策をして戦ったこと、周りの人た

ちのサポートが欠かせなかったことなどを考えると、いつも以上の感動を感じました。また、いろいろ

話題の多かった開会式ですが、漫画の様式やゲームの音楽などを使い、現在の日本の文化を表すもので

した。特にパフォーマーによる競技のピクトグラムの紹介はツボにはまりました。また、競技では、ス

ケートボード女子パークに出場し、日本人史上最年少で銀メダルを獲得した開 心那さんは中学１年生。

なんと倶知安町出身だそうです。もしかしたら今の１年生の中で生まれたときに隣にいたという人がい

るかもしれませんね。開さんは５歳で競技を始め、札幌にある練習場に通っていたそうです。３年前の

日本スケートボード選手権で４位になり、世界中の競技会でも活躍したそうです。好きな競技に出会い、

保護者の理解や協力があって、この競技が続けられたのだと思います。また、本人の努力も大変なもの

だったのではないでしょうか。日々コツコツと努力することの大切さを感じました。

二学期は「文化祭」や２・３年生の旅行行事があることから、「団結」の大切さについて話しました。

各学年とも夏休みから代表生徒が話し合いを進めてくれました。特

に、文化祭は生徒が中心になって作り上げていきます。何もないと

ころから内容を決め、準備をし、仲間を動かしていかなければなり

ません。そして、仲間と議論しながらより良いものにしていくので

す。そこで大切なこととして、しっかり仲間と議論してほしいとい

うことを話しました。その時、声の大きい人の意見が通ってしまう

ということでなく、みんなが納得した意見になるようにしてほしい

とお願いしました。みんなの取組がみんなを笑顔にし、人の心を動

かすものになってくれると期待しています。
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私は４泊５日でフロンティアリーダー養成アカデミーという

活動に参加しました。初日は４名の講師から SDGs や防災、地
域住民とのつながりについてなど、たくさん学びました。

２日目は奥尻島の津波館に行き、津波による被害の大きさを学

び、奥尻高校の生徒が取り組んでいる活動を教えてもらいました。３日目は函館でジェンダー問題を抱

えている方に話を聞きに行きました。４日目は最終日のアクションプラン発表に向けて、グループ活動

を中心に行いました。また、夜には双眼鏡を使って星を見ました。５日目はグループで作成したアクシ

ョンプランを、ズームを利用して様々な方に発表しました。

全体的に学んだことがなく、分からないことばかりで苦労することが多かったです。しかし、活動自

体や友達との関わりを楽しみながら、自分の知らない新たなことを知るチャンスとなり、有意義な時間

にすることができました。良い経験ができたこの活動を無駄にすることがないよう、しっかり今後の生

活や活動に活かしていきたいと思います。

他校生と奥尻島へ向かうフェリーで

7月28日(水)～8月1日(日)４泊５日で行われた北海道青少
年フロンティアリーダー養成事業「フロンティアリーダー養
成アカデミー」に、学校を代表して３年生の冨樫さんが参加
しました。下は、その感想文です。

８月２６日（木）学校経営指導訪問があり、後志教育局より遠藤直俊

指導監と佐々木教育長が来校されました。この訪問は学校教育の充実と

向上を図るために実施されています。授業参観を通して、生徒の様子を

見ていただき、本校が「より良く」なっていくために、学校経営上の指

導・助言をしていただきました。（右写真は３年生国語科の授業です）

北海道中学校陸上競技大会 7月27日(火)～28日(水) 帯広市

森響輝さん 男子８００Ｍ 決勝進出 男子1500Ｍ 棄権

吉川侑吾さん 男子走幅跳 決勝進出

小松平穂乃さん 女子８００Ｍ 予選敗退 女子1500Ｍ 予選敗退

工藤優夏さん 女子２００Ｍ 決勝進出 女子100MH予選敗退
升田花奈さん 女子走高跳 ６位入賞

１年生 ： 泉 祐成 森 澪月

２年生 ： 佐々木 うらら 土屋 結愛

３年生 ： 工藤 優夏 冨樫 はん杏

各学級から２名選出された合計６名が、９月１４日（火）

に行われる校内弁論大会で熱弁します。更に校内から２名

を選出し、山麓地区大会出場となります。山麓大会上位２

名が後志大会出場権を獲得します。頑張れ 弁士６名！

７月に行った学校評価アンケートの集

計と、その考察及び改善策がまとまり、

学校運営協議会（コミュニティスクール）

で、審議していただきました。本日、各

家庭に冊子を配付していますので、お子

様とも話題にしていただきたいと存じま

す。ご協力ありがとうございました。更

なる学校改善に努力していきます。

裏面もご覧ください



令和３年度 最優秀賞 「優しさを繋ぐ」（全文）２年 土屋 結愛
皆さんは、見ず知らずの人に優しくしてもらって、嬉しかったことはありますか。

一昨年の夏休み、私は妹と2人で母の実家がある和歌山に行くことになりました。それまで親と一緒

に行くことはあっても、子どもだけで行くという経験はなかったのでとても不安でした。飛行機の座席

に座るとき、妹が「えー、窓のところが良かった！」と言いました。しかし、私達が座る席は通路側で、

窓際にはすでに数人の人が座っています。飛行機は指定席なので、席を変えることはできない。そう思

った私は、妹に声をかけようとしました。そのとき、先に窓際に座っていた数人の人が、「よければ私

の席に座ってください。」と言ってくれました。そして、その人たちだけではなく、妹の言葉を聞いた

客室乗務員の人たち、近くにいた乗客の人たちも「こっちにおいで。」「景色きれいだもんねー。」と言

いながら私達が窓際に座れるように動いてくれました。その後、飛行中も周りの席の人たちが面倒を見

てくれたり、体調の心配をしてくれたり。飛行機を降りるとき、皆さんにお礼を言うと、「大したこと

じゃないよ、これから楽しんできてね！」と言ってくれました。

他にも、落とし物を届けてくれた高校生、雨のときに傘をくれた女性。小銭を拾ってくれた人たち…。

たくさんの人からの優しさに触れ、とても嬉しくなりました。

このような場面はきっとたくさんあるのではないでしょうか。私はここで大切な考えは「恩送り」だ

と思います。

「恩送り」とは、誰かから受けた恩を直接その人に返すのではなく、別の人に送ることです。自分が

優しくされたぶん、他人に優しくする。これと似た言葉に、「恩返し」があります。恩返しは聞いたこ

とがあるけれど、恩送りは初めて聞いた、という人が多いかもしれません。

この言葉を知ってから、私は今まで受けてきたたくさんの優しさを繋いでいきたいと考えるようにな

りました。恩返しは、自分と相手の2人の関係で終わってしまいます。しかし、恩送りは、自分が誰か

に優しくすることで、たくさんの人と優しさを共有することができます。

でも、実際に誰かに親切にするとなると、難しい部分があります。私自身、家族や友達など、身近な

人に親切にすることはできます。しかし、通りすがりの人や、見知らぬ人には恥ずかしくて勇気が出ず、

行動を起こすことができません。皆さんにも、同じような経験はあるのではないでしょうか。

でも、優しさや恩には「人助け」だけではなく、「思いやりのある言葉」や「笑顔」も含まれるので

はないかと思います。だから、最初は身近な人に笑顔で声をかけたり、元気よく挨拶をしたりすること

から始めていきたいです。これが、今私ができる恩送りであり、優しさを繋ぐことでもあると思うから

です。

人は一人では生きていけません。誰もが支え合いながら生きています。私は中学生、まだまだ支えら

れることのほうが多いですが、今自分ができることから始めていきたいと思います。そして、今まで、

またこれからも、私に優しくしてくれた人たちの優しさを、今度は私が誰かに繋いでいきたいです。

今、あなたが誰かに優しくすることで、誰かの一日が明るいものになる。知っている人にも、知らな

い人にも、小さな親切を積み重ねていくことで、たくさんの人の一日がより良いものになる。恩送りが

広がることで、優しい世界に繋がるのではないでしょうか。

リレーのバトンのように、駅伝のたすきのように。皆さんも、優しさを繋いでみませんか。

「少年の主張」後志地区大会
例年行われているこの大会は、新型コロナウィルス感染症の影響を受け、事前に撮影した動画を

事務局に提出し、審査をしてもらいました。本校からは、２年土屋さんと３年赤松さんが出場しま

した。後志管内１１名のうち、２名とも入賞する快挙となりました。

最優秀賞 土屋 結愛さん 「優しさを繋ぐ」

優秀賞 赤松 紗々さん 「知ってほしいこと」



令和３年度 ９月学校行事予定表

日 曜日 学校行事 給食 部活 バス１便 バス２便

１ 水 中間テスト２日前のため部活動中止 ◯ × 15:40 ×

２ 木 研修日のため５時間授業 ◯ × 14:40 ×

中間テスト１日前のため部活動中止

３ 金 中間テスト ◯ 陸上２名のみ 15:40 17:30

４ 土

５ 日 北海道ジュニア陸上選手権大会（旭川）

６ 月 全校集会 生徒会役員選挙 ◯ 陸上１名のみ 15:40 17:30

７ 火 修学旅行→延期 ◯ 陸上１名のみ 15:40 17:30

８ 水 修学旅行→延期 ◯ 陸上１名のみ 15:40 17:30

９ 木 修学旅行→延期 部活動休養日 ◯ × 15:40 ×

10 金 ◯ 陸上１名のみ 15:40 17:30

11 土

12 日

13 月 職員会議 ◯ × 14:40 ×

14 火 校内弁論大会 ◯ ◯ 15:40 17:30

15 水 ２年生宿泊研修 ３年生学力テスト（総合Ａ） ◯ ◯２年生× 15:40 17:30

16 木 ２年生宿泊研修 ◯ ◯２年生× 15:40 17:30

17 金 ２年生回復休業日 ◯ ◯２年生× 15:40 17:30

18 土 北海道中学校新人陸上競技大会（室蘭）

19 日 北海道中学校新人陸上競技大会（室蘭）

20 月 敬老の日

21 火 文化祭特別日課 ◯ ×文化部◯ 15:40 17:30

22 水 文化祭特別日課 ◯ ×文化部◯ 15:40 17:30

23 木 秋分の日

24 金 文化祭特別日課 ◯ ×文化部◯ 15:40 17:30

25 土

26 日

27 月 文化祭特別日課 ◯ ×文化部◯ 15:40 17:30

28 火 文化祭特別日課 ◯ ×文化部◯ 15:40 17:30

29 水 文化祭特別日課 ＳＣ来校日 ◯ ×文化部◯ 15:40 17:30

30 木 文化祭特別日課 ＳＣ来校日（小学校勤務） ◯ ×文化部◯ 15:40 17:30


